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部品調達について

 DRで承認された物品は発注できる

 基本設計の段階で追加した物品は基
本設計DRでの承認後、発注できる

 ジャンク部品（型名入りのもの）は、
DRでの承認後、他のチームとの競合
がなければ使用を許可する

 システム提案段階にて利用するもの
についてはTL同士で確認すること



P.3 基本設計・試作

1. システム全体の構成、機能・性能、
開発要素・要件を明確にする

2. 取扱説明書相当のレベルで記述
3. 開発分担とスケジュールの見積も
りを明確にする

4. そのための試作パーツ・モジュー
ルの製作を行う

※モックアップ・ブレッドボードを活用して
実現イメージを具現化



高専祭展示

 全体
 MIRSプロジェクト全体の説明

 各チーム
 システム提案の説明用ポスター展示(A0)

 トレイラー（15秒コンセプトムービー）
 試作モジュールの展示
 モックアップ・機体の展示
 リーフレット（ポスターの縮小版）

 フィードバック
 シールで投票
 アンケート



高専祭展示の担当者

 全体
 各チームからアシスタント1〜2名ずつ
（PM, TL除く）

 各チーム
 説明員のシフトを組む
 11/10,11両日ともAM/PMで各2〜3名ずつ

PMは今週中に青木へ報告

アシスタント 1. 2.

11/10午前 1. 2. 3.

11/10 午後 1. 2. 3.

11/11 午前 1. 2. 3.

11/11 午後 1. 2. 3.



高専祭展示（案）
クリエイティブ・ラボ（窓側）

出入口

出口付近の廊下に投票所
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高専祭展示

 高専祭はあくまで学生主体の学校行事
 その中でMIRSの展示は学科プロの一環
で行う企画

 MIRSの授業としては、システム提案の
アイデアについて、一般の方々からの
フィードバックを得るチャンスと捉え、
「学科プロに協力する」という立場

 準備日はスタッフ等の仕事がなければ
MIRS展示の準備に充てる



案内方法

 人員配置
 各チームの展示には１名張り付き
 もう１名は室内を動きながら誘導・案内
 途中での交代は可能
 アシスタントは出入口付近で誘導・案内

 各チームの説明方法
 班の中で展示内容・方法を打ち合わせて

おいてください
 説明時間の目安は１チーム5分以内

 フィードバック
 シールで投票
 アンケート



ポスター

 サイズはA0
 A0サイズのフレームに収まるように
 上下に合わせて100mmの余白

 準備
 印刷までにレビュアの承認を得る
 印刷は準備日11/9

 その他の展示物も含め準備日に掲示

 ポスタータイトルは
「MIRS18xx ◯◯プロジェクト」

 ポスターは「見せる」ように作る
 システム提案書は「読ませる」資料
 濃い色のベタ塗りは避ける



一昨年度の例



一昨年度の例



昨年度の例



昨年度の例



昨年度の例



予告動画

 動画作成に凝り過ぎない
 基本はスライドショーに文字を重ねる程度で

良い（基本設計の時間を優先）

 パワーポイントで作成して動画形式でエクス
ポートできる

 作成した動画の公開方法
 準備日までにレビュアの承認を得る
 YouTubeの限定公開とし、URLをデータベース
からリンクする

 高専祭当日は大型ディスプレイでプレイリスト
として順番に流しておく



展示物

 できるだけ実物があった方がやりやすい
 去年のドキュメントのアドバイスを参考に

 たとえ紙や木で作った張りぼて（モックアッ
プ）でもあった方が説明しやすい

 部品単位でも有効

 説明用にラベルやディスプレイなどを置いた
りして工夫する

 MIRSの全体（標準機）の説明
 全体の説明エリアに標準機の自律走行デモを
用意する

 客入りの状況に応じて臨機応変に動線を作る



本日の作業

 パートに分かれて基本設計
 高専祭の展示構想
 最初と最後にチームミーティング
 各自作業記録をつけること
 01:ミーティング
 03:ドキュメント整備
 10:MIRS解体
 20:技術調査
 22:システム基本設計
 60:その他 ←高専祭展示の準備


